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は　じ　め　に

環形動物多毛類の中には，釣り餌として利用される
大型種が多数報告されている（今島，1984，1994；斉藤，
2016，2020）。その中でもアカムシ Halla okudai IMAJIMA，
1967（セグロイソメ科）は体長 90cmに達する大型種
で，瀬戸内海ではマダイ釣りの餌として知られる（今
島，1984；斉藤ほか，2011；斉藤，2021）。地方によって
はモドキやヤスリムシ，タイムシと呼ばれることもあ
る（奥田・石川，1936；斉藤，2021）。本種の国内にお
ける分布記録は九州（IMAJIMA，1967；板崎，1982a；佐藤，
2000； KOBAYASHI et al．，2020），瀬戸内海（奥田，1933；
OKUDA，1933；田村，1933；奥田・石川，1936；斉藤ほ
か，2011），伊勢湾（高橋，1960），浜名湖（山西・佐藤，
2007），三崎（Misaki Marine Biological Station，University 
of Tokyo，1972），三浦半島毘沙門湾（鈴木ほか，2023）
があり，館山以南に分布するという記述もある（田中・
佐藤，2020）。
三浦半島江奈湾干潟においては，これまで多くの生物

調査が行われてきた（横山，2022）。底生生物については，
生物相の詳細が解析され，日本各地の干潟との生物多様
性の比較研究が行われている（鈴木ほか，2023；金谷ほ
か，2023a，b）。今回，江奈湾干潟の砂泥底から新たに
アカムシが採集されたので，生時の色彩や体各部の形態，
剛毛の形態等をここに記録する。

方 　 　 　 法

多毛類標本は 2024 年 6 月 8 日，大潮干潮時に三浦市
立剣崎小学校前の砂泥底（潮間帯）において，巣穴を

スコップで掘り，虫体を採集し，標本を作製した。採集
地点の緯度経度は 35°08′44.3″N，139°39′56.0″E，採集
者は海上智央である。近傍にはコアマモ Zostera japonica 
ASCH．et GRAEBN．やアマモ Z．marina L．のパッチが分
布し，底質の泥分（φ< 0.063 mm）は 8.4～23.1%，酸化
還元電位（Eh）は 220～341mVであり，塩分は 29.4～
30.7‰であった。
標本は生時の色彩をデジタルカメラ（Sony SLT-A77V，

マクロレンズ DT 2.8/30 MACRO SAM，Minolta AF macro 
zoom 3x-1x）で記録した後，70％エタノールで固定した。
固定標本の疣足や剛毛の観察と撮影には，美舘イメージ
ング社製の iPhone顕微鏡アダプターを用い，Leica CM 
Eにアタッチメントを取り付けてデジタル画像を撮影し
た。一部の組織片を切り出し，DNA解析用に保存した。
KOBAYASHI et al．（2024）と同じ条件で DNAテンプレー
トを調節し，KOD One PCR Master Mix（東洋紡）を使
用した PCRおよびサンガーシーケンスによる塩基配列
決定を行い，ミトコンドリア DNAの COI遺伝子と 16S 
rRNA遺伝子の部分塩基配列を取得した。ただし，プ
ライマーは LCO-annelid（KOBAYASHI et al．，2022）/HCO-
clitealli（KOBAYASHI，2023）（COI遺伝子）および 16Sa-
ann/16Sb-ann（KOBAYASHI et al．，2023）を用い，前者はア
ニーリング温度 45℃，後者はアニーリング温度 50℃で
使用した。得られた塩基配列は DNA Data Bank of Japan
を通して公開した（DDBJ/EMBL/GenBankアクセッショ
ン番号：LC830814，LC830815）。標本は千葉県立中央博
物館分館海の博物館（千葉県勝浦市）に登録・保管され
ており，登録番号は CMNH-ZW 2330 である。DNA溶
液は国立科学博物館分子生物多様性研究資料センター
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成体１個体の生時の体長 1350 mm（図１A），頭部の
体幅 4.5 mm，体前部の最大体幅 13.0 mm（疣脚を除く），
剛毛節数 840，生時の湿重量 47.0 g。生時の体色は深橙
紅色から薄い茶褐色，背面に緑黄色の金属光沢がある（図
１A，B，C）。頭部前端は円錐形，指状の感触器３本がお

（NSMT-DNA 57191）に寄託した。

結 　 　 　 果

アカムシ Halla okudai IMAJIMA，1967

図 1 アカムシ Halla okudai．A：全体図，→は再生部の始まりを示す，B：体前部拡大，C：体中部側面，D：体中部疣
足（前面より），E：下顎，F：上顎，G：有翼針状剛毛と足刺状剛毛（→）.スケールは 1.0 mm（B–C，E–F），0.5 
mm（D），20 µm（G）．
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なく，少数採集されるのみである（金谷ほか，2023b）。
実際に，調査日に採取地点近傍でおこなわれた大型底
生動物の定量採集（φ15cmコア，深さ 30 cmまで，1 
mmメッシュ）の結果をみると，貝類ではコメツブガイ
Decorifer insignis （PILSBRY，1904）が優占し，二枚貝では
ウメノハナガイ Pillucina pisidium （DUNKER，1860），ユウ
シオガイ Jitlada culter （HANLEY，1844），ヒメシラトリが
確認され，アサリは出現しなかった。また，埋在性多毛
類では Heteromastus属の一種やミナミシロガネゴカイ
Nephtys polybranchia SOUTHERN，1921 が優占した（金谷，
未発表）。なお，これまでの報告でも，アサリの分布が
確認されない地点において，アカムシが採集されている
（板崎，1982a；KOBAYASHI et al．，2020）。特に，熊本県天
草郡苓北町志岐地先においては，二枚貝の分布が確認さ
れない一方で巻貝が多く確認されており，アカムシが巻
貝も餌料として利用する可能性が示唆されている（板崎，
1982a）。アカムシの餌となる二枚貝類の特定に加え，巣
穴の開口部の様子や巣穴の状態などを今後，調べていく
必要があると思われる。
今回，採集された個体の最後半部約 200 体節は薄い茶

褐色で，その前の鮮橙色とは明瞭に区別される（図１A
矢印）。後半部は何らかの原因で切れた部分が再生した
ものと考えられる。板崎・吉田（1985b）は，アカムシ
の再生部は体色により明瞭に区別され，高い再生能力を
示すことを報告している。
板崎・吉田（1985a）はアカムシの成長指標として体

重が適しており，天然アカムシの年齢別体重は 2歳群で
2.1 g，3 歳群で 6.5 g，4 歳群で 32.0 g，5 歳群で 72.0 g
と推定している。これに当てはめると，今回，江奈湾干
潟で採集された体重 47.0 gの個体は 4歳群または 5歳群
に相当すると考えられる。
アカムシは，環境省のレッドリスト（環境省，2017）

および日本ベントス学会のレッドデータブック（山西，
2012）で準絶滅危惧種に選定されている。広島県のレッ
ドデータブックでも準絶滅危惧種に選定され（斉藤，
2021），岡山県のレッドデータブックでは情報不足（田
中・佐藤，2020）とされている。神奈川県レッドデータ
生物調査報告 2006（神奈川県立生命の星・地球博物館，
2006）では環形動物を扱っておらず，相模湾や東京湾に
分布する多毛類の希少性を評価することは現状では難し
い。しかし，4，5年にもなる寿命をもつ大型種であり広
い面積の干潟を必要とすること，餌虫としての需要があ
り採捕による個体数の減少や生息地の撹乱の可能性があ
ることを考慮すると，関東沿岸における希少種として本
種を保全の対象とすべきであると考えられる。

謝 　 　 　 辞

さまる窪みがある（図１B），疣脚の背触糸はヘラ状に
発達し（図１C），円錐状の前葉と後葉がある（図１D），
有翼針状剛毛と単叉型の足刺状剛毛がある（図１E）。
上顎の歯数（左 +右）は前方から 1+1，5+6，6+7，8+11，
11+9（図１F）である。

BLAST検索の結果，取得した 16S rRNA遺伝子の塩
基配列は，アカムシの登録配列（五島列島産 LC545402）
と 99.8%一致した。これまでに GenBankに登録されて
いる Halla属の配列は上記の１件のみであり，今回取
得した COI塩基配列と高い類似度を示す配列は見つか
らなかった（最も類似度が高いのはMW278289 Oenone 
aff．fulgida の 85.2%であった）。

考 　 　 　 察

今回，江奈湾干潟から採集された個体は，砂泥底に横
方向および斜め下方向に深さ 50 cmを超える巣穴を張り
めぐらせていた。アカムシの巣穴に関しては，石川（1938）
は「砂質の干潟面に於いて，地下約２米の深さに不規則
なる分岐孔を穿つて，その中に生活している」とされる。
今島（1984）には「瀬戸内海の砂泥地に 50 cm～1 mも
の深さに潜ってすみ，砂の中で素早く逃げるので・・・」
とある。今回の個体は１度スコップで掘り返した砂泥か
ら見つかったが，素早く逃げられ，その後１ mほど離
れたところで掘り返した砂泥から再度見つかり，捕獲に
至った。このような経緯から，先行事例と同様にアカム
シは砂泥底に複数の穴を持ち，底質中を素早く移動する
ことが推測された。
アカムシは二枚貝類に対してゼリー状の物質を分泌

して捕食する，特異的な貝類捕食者であることが知ら
れている（板崎，1982b；今林ほか，1996）．特に，ア
カムシと同じ干潟に生息する二枚貝 5種（アサリ Rudi-
tapes philippinarum （ADAMS & REEVE，1850），ムラサキイ
ガイ Mytilus galloprovincialis LAMARCK，1819，オニアサ
リ Leukoma jedoensis （LISCHKE，1874），ホトトギスガイ
Musculista senhousia（BENSON，1842），マガキ Magallana 
gigas （THUNBERG，1793））を用いた実験から，アサリが
他種より極めて有意に選択・捕食されることが示され
ている（斉藤・今林，1994）。また，SAITO et al．（1999）
は広島湾内におけるアカムシの分布について，アサリ
帯，アサリ－マガキ帯，マガキ帯，イガイ帯の 4 つを
区別し，その中ではアサリ－マガキ帯に最も多く分布
することを報告している。今回，アカムシが採集され
た地点は，礫底に砂泥が堆積し，コアマモ場に隣接す
る砂泥底であり，同所的に見られる二枚貝はマテガイ
Solen strictus GOULD，1861 やバカガイ Mactra chinensis 
PHILIPPI，1846，ヒメシラトリ Macoma incongrua （MAR-
TENS，1865）であった。江奈湾ではアサリは優占種では
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